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1
　
日
本
代
協
に
お
け
る
政
連
活
動
の

　
　
ス
タ
ー
ト
と
組
織
の
変
遷

　
今
か
ら
47
年
前
の
１
９
７
６
年
12
月
、

日
本
代
協
の
前
身
﹁
全
国
損
害
保
険
代

理
業
協
会
連
合
会
︵
全
代
連
︶﹂
は
﹁
藤

井
裕
久
全
代
連
後
援
会
﹂
か
ら
事
実
上

の
政
連
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

77
年
７
月
に
は
﹁
全
国
損
害
保
険
代
理

業
政
治
連
盟
﹂
へ
改
称
さ
れ
、
78
年
１

月
に
は
﹁
全
国
損
害
保
険
代
理
業
協
会

連
合
会
政
治
連
盟
﹂
へ
と
改
組
さ
れ
ま

し
た
。
80
年
４
月
に
は
日
本
代
協
の
改

組
と
同
時
に
組
織
運
営
の
一
体
化
が
図

ら
れ
、
﹁
日
本
損
害
保
険
代
理
業
協
会

政
治
連
盟
﹂
と
な
り
ま
し
た
。
95
年
11

月
に
は
再
び
﹁
全
国
損
害
保
険
代
理
業

政
治
連
盟
﹂
へ
と
改
組
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
政
治
資
金
規
正
法
改
正
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
日
本
代
協
と
同
じ
組
織
形
態
、

会
員
資
格
で
あ
っ
た
政
治
連
盟
は
、
会

員
資
格
を
個
人
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
再
編
成
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

２
　
日
本
代
協
に
お
け
る
長
年
の
三
つ

　
　
の
悲
願

　
全
代
連
時
代
か
ら
の
日
本
代
協
に
お

け
る
悲
願
の
一
つ
目
は
、
保
険
会
社
と

同
じ
業
種
分
類
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
融

資
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
﹁
保
険
代
理

店
向
け
金
融
機
関
の
融
資
﹂
が
、
政
連

活
動
開
始
か
ら
間
も
な
く
の
78
年
２
月

に
実
現
し
て
い
ま
す
。
今
、
保
険
代
理

店
が
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
は
、
実
現
に
向
け
た
情
熱
と
地
道

な
行
動
、
そ
し
て
政
治
顧
問
に
よ
る
ご

支
援
の
お
か
げ
で
す
。
二
つ
目
の
﹁
保

険
審
議
会
に
代
協
の
代
表
者
を
送
り
込

む
こ
と
﹂
は
、
91
年
10
月
に
藤
田
博
之

会
長
が
保
険
審
議
会
﹁
保
険
募
集
の
在

り
方
﹂
に
臨
時
委
員
と
し
て
参
加
す
る

機
会
を
得
た
こ
と
で
実
現
し
、
金
融
行

政
の
信
任
も
厚
く
、
様
々
な
公
的
な
場

で
の
発
言
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　
三
つ
目
の
﹁
損
害
保
険
料
控
除
制
度

の
改
善
﹂
は
、
２
０
０
６
年
２
月
に
保

険
審
議
会
で
政
府
に
陳
情
し
た
結
果
、

翌
07
年
１
月
か
ら
﹁
地
震
保
険
料
控
除

制
度
﹂
が
導
入
さ
れ
、
08
年
12
月
に
は

﹁
医
療
・
介
護
・
年
金
等
の
社
会
保
障

制
度
を
補
完
す
る
商
品
に
係
る
保
険
料

控
除
制
度
﹂
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

3
　
大
蔵
メ
モ
の
諮
問
と
答
申

　
１
９
７
８
年
10
月
31
日
、
日
本
代
協

の
前
身
﹁
全
代
連
﹂
に
と
っ
て
非
常
に

大
き
な
出
来
事
で
あ
る
通
称
﹁
大
蔵
メ

モ
﹂
の
受
領
が
あ
り
ま
し
た
。
大
蔵
省

か
ら
の
諮
問
は
、
①
代
理
店
種
別
②
手

数
料
格
付
③
紹
介
代
理
店
④
総
代
理
店

⑤
プ
ロ
代
理
店
養
成
法
⑥
プ
ロ
フ
ィ
ッ

ト
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
⑦
最
低
保
険
料
⑧
プ

ロ
代
理
店
の
規
模
︵
人
・
挙
績
︶
の
８

項
目
に
わ
た
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対

し
、
東
京
代
協
は
石
黒
守
会
長
を
先
頭

に
12
名
の
理
事
が
毎
晩
事
務
局
に
籠
り

答
申
案
を
ま
と
め
、
そ
の
内
容
は
１
９

８
０
年
に
制
定
さ
れ
た
新
ノ
ン
マ
リ
ン

代
理
店
制
度
に
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
諮
問
に
つ
い
て
、
日
本
代
協
佐

藤
貞
一
朗
会
長
︵
現
顧
問
︶
は
、
﹁
行

政
が
保
険
会
社
に
先
行
し
て
直
接
代
理

業
協
会
に
対
し
諮
問
を
行
う
な
ど
前
代

未
聞
の
こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
の

こ
と
に
大
き
な
感
動
と
意
義
を
見
出
し

た
も
の
だ
﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

4
　
銀
行
窓
販
弊
害
防
止
措
置
の
存
置

　
今
も
身
体
を
張
っ
て
い
る
取
り
組
み

の
一
つ
に
﹁
銀
行
窓
販
弊
害
防
止
措
置

の
存
置
﹂
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
銀
行

等
が
保
険
募
集
を
行
う
際
、
優
越
的
地

位
や
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、

公
平
な
競
争
を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
で
す
。
弊
害

防
止
措
置
は
、
預
金
や
融
資
の
取
引
で

得
た
情
報
を
不
当
に
保
険
募
集
に
利
用

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た

法
規
制
で
す
。
こ
の
措
置
が
撤
廃
さ
れ

る
と
、
た
と
え
ば
銀
行
が
融
資
先
の
フ

リ
ー
ト
契
約
に
対
し
、
﹁
社
長
さ
ん
、

非
幹
事
で
構
わ
な
い
の
で
○
○
％
シ
ェ

ア
イ
ン
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
ね
！
﹂
と

要
求
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

す
。
融
資
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
の

社
長
は
果
た
し
て
断
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

　
全
国
銀
行
協
会
は
じ
め
大
半
の
団
体

が
、
規
制
緩
和
要
望
と
し
て
弊
害
防
止

措
置
の
撤
廃
を
求
め
る
中
、
日
本
代
協

他
数
少
な
い
団
体
が
消
費
者
保
護
の
観

点
か
ら
存
置
を
維
持
す
る
よ
う
闘
い
続

け
て
い
ま
す
。
公
正
な
保
険
募
集
が
行

わ
れ
る
べ
く
、
本
件
は
全
国
の
支
援
議

員
の
先
生
方
に
要
望
を
続
け
て
い
る
大

変
重
要
な
政
治
課
題
で
あ
る
こ
と
を
ど

う
か
ご
承
知
お
き
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

5
　
日
本
代
協
と
政
治
連
盟
の
関
係
性

　
も
と
も
と
日
本
代
協
お
よ
び
前
身
の

全
代
連
は
、
旧
民
法
34
条
に
基
づ
い
て

大
蔵
省
の
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た

公
益
法
人
で
あ
り
、
政
治
団
体
と
し
て

の
活
動
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現

在
は
一
般
社
団
法
人
と
し
て
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
損
保
代
理
業
と
い
う

公
共
性
の
高
い
職
業
団
体
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

引
き
続
き
日
本
代
協
は
政
治
団
体
と
し

て
の
活
動
は
行
わ
ず
、
保
険
代
理
業
に

お
け
る
法
制
や
税
制
な
ど
の
政
治
的
な

課
題
に
つ
い
て
は
、
政
治
連
盟
に
委
ね

　
　
　
　
　 

　
　
︵
2
頁
へ
つ
づ
く
︶

「
政
治
連
盟
の
原
点
」を
知
る

小平会長

（東京）
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全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
は

３
月
10
日
、
東
京
・
神
田
淡
路
町
の
損

保
会
館
で
代
議
員
47
名
出
席
の
も
と
、

大
川
淳
氏
︵
山
形
代
議
員
︶
を
議
長
に

選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
審
議

の
結
果
、
５
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
１
号
議
案
　
２
０
２
2
年
度
﹁
事

　
業
報
告
書
案
﹂
承
認
の
件

　
コ
ロ
ナ
収
束
傾
向
に
伴
い
、
セ
ミ
ナ

ー
参
加
回
数
が
前
年
よ
り
増
え
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
２
号
議
案
　
２
０
２
2
年
度
﹁
貸

　
借
対
照
表
、
財
産
目
録
、
収
支
計
算

　
書
、
次
期
繰
越
金
﹂
承
認
の
件

　
次
期
繰
越
金
１
６
２
３
万
７
９
５
１

円
を
計
上
し
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
、

津
田
文
雄
監
事
よ
り
﹁
監
査
を
行
っ
た

結
果
、
い
ず
れ
も
適
法
・
適
正
で
あ
る
﹂

旨
の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
３
号
議
案
　
２
０
２
３
年
度
﹁
会

　
費
額
案
﹂
承
認
の
件

　
﹁
会
費
額
は
1
会
員
1
年
間
２
０
０

０
円
と
し
、
２
０
０
０
円
を
超
え
る
分

は
寄
附
の
扱
い
﹂
、
﹁
会
費
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
１
２
０
０
万
円
と
す
る
﹂
等
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
４
号
議
案
　
２
０
２
３
年
度
﹁
事

　
業
計
画
案
﹂
承
認
の
件

︻
事
業
計
画
案
︼

１
　
制
度
案
件
へ
の
対
応

⑴
銀
行
窓
販
の
﹁
弊
害
防
止
措
置
﹂
の

　
存
続

　
日
本
代
協
と
し
て
は
﹁
銀
行
等
の
保

険
販
売
に
対
す
る
事
前
規
制
と
し
て
設

け
ら
れ
て
い
る
弊
害
防
止
措
置
は
、
消

費
者
保
護
の
観
点
か
ら
引
き
続
き
必

要
﹂
と
の
立
場
で
す
が
、
金
融
機
関
関

連
団
体
や
欧
米
諸
国
は
同
措
置
の
撤
廃

を
強
く
求
め
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

弊
害
防
止
措
置
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
存
置
を
求
め
て

支
援
議
員
へ
の
要
請
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑵
﹁
保
険
料
控
除
制
度
﹂
の
充
実

　
日
本
損
害
保
険
協
会
﹁
令
和
５
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
﹂
の
中
で
も

掲
げ
て
い
る
﹁
地
震
保
険
料
控
除
制
度

の
充
実
﹂
に
つ
い
て
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。
税
制
改
正
要
望
は
、

業
界
と
し
て
の
統
一
要
望
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
風
水
害
を
補
償
す
る
保

険
料
控
除
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
日
本

損
害
保
険
協
会
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

⑶
保
険
会
社
の
﹁
安
定
的
な
保
険
金
支

　
払
い
能
力
の
確
保
﹂

　
自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
を
受

け
て
、
保
険
会
社
の
異
常
危
険
準
備
金

残
高
は
枯
渇
状
態
で
あ
り
、
保
険
会
社

の
﹁
安
定
的
な
保
険
金
支
払
い
能
力
の

確
保
﹂
は
、
日
本
代
協
に
と
っ
て
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
損

害
保
険
協
会
と
連
携
の
上
、
﹁
令
和
４

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
﹂
を
行

っ
た
結
果
、
下
記
の
と
お
り
充
実
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

︿
異
常
危
険
準
備
金
積
立
率
﹀

・
本
則
積
立
率
２
％
＋
令
和
６
年
度
末

　
ま
で
の
以
下
の
経
過
措
置

　
〇
火
災
、
風
水
害
　
８
％

　
〇
貨
物
、
運
送
、
建
工
、
動
総 

４
％

　
〇
賠
償
責
任
　
適
用
な
し

・
残
高
率
が
30
％
を
超
え
る
場
合
は
、

　
本
則
積
立
率
２
％

　
今
後
も
日
本
損
害
保
険
協
会
と
の
連 

携
を
強
化
し
、
販
売
サ
イ
ド
の
立
場
か

ら
﹁
適
切
な
見
直
し
﹂
の
要
請
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

⑷
﹁
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
﹂
に
対
す
る

　
対
応 

①
日
本
郵
政
が
保
有
す
る
全
株
式
の
売

　
却
に
向
け
た
道
筋
の
明
確
化
と
着
実

　
な
実
行

　
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
国
策

金
融
機
関
の
実
態
は
何
ら
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
民
間
の
既
存
事
業
者
と
の
間
で

の
公
正
な
競
争
条
件
が
確
保
さ
れ
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
下
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
よ
る
損
害
保

険
募
集
業
務
へ
の
参
入
な
ど
、
中
小
事

業
者
が
多
数
を
占
め
る
保
険
代
理
店
の

主
要
市
場
に
な
し
崩
し
的
に
参
入
す
る

事
例
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
は
、
官
業

に
よ
る
民
業
圧
迫
そ
の
も
の
で
す
。
こ

の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
公
正
な

競
争
条
件
の
確
保
が
大
前
提
で
あ
り
、

日
本
郵
政
が
保
有
す
る
全
株
式
の
売
却

に
向
け
た
道
筋
の
明
確
化
と
着
実
な
実

行
を
要
望
し
ま
す
。

②
郵
便
局
の
保
険
販
売
に
お
け
る
種
目

　
拡
大
の
阻
止

　
郵
便
局
は
自
動
車
保
険
の
取
り
扱
い

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
郵
政
の
政

府
保
有
株
が
全
株
売
却
さ
れ
る
ま
で
は
、

安
易
な
種
目
拡
大
を
阻
止
す
る
方
針
で

す
。
郵
便
局
の
保
険
販
売
が
損
害
保
険

代
理
店
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
注
視
し
な
が
ら
、
支
援
議

員
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

⑸
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
実
現
に
向

　
け
た
取
扱
事
業
者
の
各
種
費
用
・
手

　
数
料
の
引
下
げ

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ
決
済

の
際
に
取
扱
事
業
者
の
負
担
と
な
る
決

済
端
末
の
導
入
費
用
や
手
数
料
の
水
準

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
た
め
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
社
会
を
変
え

る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
当
事
者
に
と

っ
て
﹁
W
I
N‒

W
I
N
﹂
の
環
境
を

構
築
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。

﹁
決
済
手
数
料
の
開
示
﹂
な
ど
に
よ
る

価
格
競
争
、
﹁
手
数
料
負
担
に
対
す
る

国
庫
補
助
﹂
な
ど
を
要
望
し
、
取
扱
事

業
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

2
　
支
援
議
員
に
対
す
る
地
元
で
の
活

　
　
動
強
化

⑴
支
援
議
員
﹁
地
元
開
催
セ
ミ
ナ
ー
・

　
会
合
﹂
へ
の
参
加
と
支
援
議
員
と
の

風
水
害
補
償
の
保
険
料
控
除
創
設
で

損
保
協
会
に
働
き
か
け

３
月
10
日
に
通
常
代
議
員
総
会
を
開
催

︵
1
頁
か
ら
つ
づ
く
︶

る
形
態
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
引
き
続

き
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

︹
結
び
に
︺

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
と
な

り
、
支
援
議
員
の
先
生
方
の
セ
ミ
ナ
ー

や
パ
ー
テ
ィ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
大
切
な
ご
契
約
者
を
お
守
り
す

る
た
め
、
私
た
ち
保
険
代
理
店
の
地
位

向
上
の
た
め
に
、
支
援
議
員
の
先
生
と

の
さ
ら
な
る
関
係
強
化
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
末
筆
な
が
ら
全
国
の
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
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接
点
強
化

　
保
険
代
理
店
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
支
援
議
員
に
、
保

険
代
理
店
の
声
を
汲
み
取
っ
て
も
ら
い
、

力
添
え
を
も
ら
う
た
め
に
は
、
様
々
な

機
会
を
捉
え
て
選
挙
区
で
接
点
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め

に
、
議
員
主
催
の
地
元
開
催
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
参
加
、
支
援
議
員
に
対
す
る
代
協

総
会
へ
の
参
加
要
請
な
ど
を
通
じ
て
、

地
元
に
お
い
て
﹁
会
員
が
支
援
議
員
と

フ
リ
ー
な
論
議
が
で
き
る
環
境
﹂
を
整

え
ま
す
。

⑵
選
挙
対
応

　
選
挙
は
支
援
議
員
と
の
関
係
強
化
を

進
め
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
た
め
、
代

議
員
・
選
挙
対
策
委
員
・
政
治
連
盟
役

員
が
一
体
と
な
っ
て
、
選
挙
区
に
お
け

る
支
援
活
動
を
組
織
的
に
行
い
ま
す
。

3
　
組
織
課
題
へ
の
対
応

⑴
﹁
日
本
代
協
・
事
業
方
針
﹂
の
把
握

　
と
認
識
の
共
有

　
政
治
連
盟
は
、
日
本
代
協
の
事
業
運

営
に
必
要
な
政
治
活
動
を
行
う
組
織
で

あ
り
、
日
本
代
協
と
は
表
裏
一
体
の
関

係
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

代
協
・
事
業
方
針
の
把
握
と
役
員
間
の

認
識
共
有
に
努
め
、
日
本
代
協
と
一
体

と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
原
則
と
し

ま
す
。

⑵
﹁
政
治
連
盟
　
意
義
と
活
動
﹂
ミ
ニ

　
セ
ミ
ナ
ー
の
継
続
実
施

　
政
治
連
盟
役
員
・
選
挙
対
策
委
員
が

講
師
と
な
り
、
全
国
各
地
で
﹁
政
治
連

盟
　
意
義
と
活
動
﹂
等
の
資
料
を
活
用

し
て
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
政
治

連
盟
に
つ
い
て
の
情
宣
活
動
を
継
続
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑶
﹁
京
都
方
式
﹂
導
入
推
進
と
会
員
拡
大

　
会
費
の
納
入
に
当
た
っ
て
は
、
従
来

ど
お
り
﹁
京
都
方
式
﹂
の
導
入
を
進
め
、

会
員
拡
大
を
図
り
ま
す
。
暦
年
の
会
費

未
納
が
残
っ
て
い
る
代
協
に
対
し
て
は
、

代
議
員
・
政
治
連
盟
役
員
・
日
本
代
協

地
域
担
当
理
事
が
連
携
し
て
対
策
を
講

じ
ま
す
。

▽
第
５
号
議
案
　
２
０
２
３
年
度
﹁
収

　
支
予
算
案
﹂
承
認
の
件

　
﹁
収
入
の
部
﹂
に
お
い
て
﹁
会
費
予

算
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
同
額
の
１
２
０
０

万
円
と
す
る
﹂
こ
と
、
﹁
支
出
の
部
﹂

に
お
い
て
﹁
選
挙
関
係
費
を
１
５
０
万

円
と
し
、
合
計
額
を
１
３
５
０
万
円
と

す
る
﹂
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
は

６
月
16
日
、
2
0
2
3
年
度
臨
時
代
議

員
総
会
を
東
京
・
神
田
淡
路
町
の
損
保

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
代
議
員
47
名

出
席
の
も
と
、
田
中
拓
氏
︵
鹿
児
島
県

代
議
員
︶
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
２
議
案

が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　 

　
　
︵
3
頁
へ
つ
づ
く
︶

　日本代協の事業活動を進めるにあたり、保険代理業に関連する法制や税制などの政治的な課題が生じることがあります。

もともと、日本代協の前身である全代連（社団法人全国損害保険代理業協会連合会）は、旧民法34条に基づいて旧大蔵省

の認可を受けて設立された公益法人であり、政治団体としての活動は制限されていました。現在は一般社団法人として活

動を行っていますが、損害保険代理業という公共性の高い職業団体であることに変わりはなく、引き続き日本代協は政治

団体としての活動は行わないこととしています。

　このため、日本代協の事業を遂行する上で必要な政治団体としての活動を行うために、1995年に「全国損害保険代理業

政治連盟」を設立しました。この政治連盟は個人加入の政治団体として政治資金規正法の適用を受け、東京都選挙管理委

員会に届出を行い、組織的かつ継続的な活動を行ってきました。

　つまり、日本代協の事業を遂行する上で必要な政治団体としての活動を担う組織が政治連盟であり、日本代協と政治連

盟は表裏一体の関係にあると言えます。

　政治連盟の活動としては、過去には「国民金融公庫・中小企業金融公庫における代理店向け融資の実現」や「日米保険協議

における解放要求に対する金融担当大臣への陳情」などで成果を上げてきました。近年の主な活動成果は以下のとおりです。

　今後も、支援議員に対して「銀行窓販弊害防止措置の存置」の継続を強く働きかけるとともに、損害保険代理店の募集

環境問題や損害保険に関わる税制面の課題解決にも引き続き取り組んでいく方針です。会員の皆様のご要望を反映し、ま

た日本代協の本来の目的を達成するために、皆で力を合わせて進めていきましょう。

　政治連盟の入会資格は「個人」となり、年会費は１会員当たり２,０００円となります（超える額については寄付金として受

領）。ご加入いただける方は、所属の都道府県代協事務局に連絡の上、政治連盟事務局にお申し込みください。

政治連盟 加入のおすすめ

主 な 活 動 成 果年度

「地震保険料控除制度の創設」の実現

銀行窓販に関する「監督指針への『公取ガイドラインへの留意』規定」の実現

医療・介護・年金等の社会保障制度を補完する商品に係る「保険料控除制度」の創設

中小企業庁の「景気対応緊急保証制度適用対象業種」への保険代理業の追認の実現

国土交通省「政府保障事業の支払い迅速化による目標処理期間の設定」の取付け

「銀行窓販弊害防止措置の存置と新たな監督上の措置の追加」の実現

消費税簡易課税制度の「みなし仕入率」引下げ時期の繰り延べ実現

火災保険に係る「異常危険準備金積立率」の引き上げを実現（現行の５％から６％へ）

火災保険に係る「異常危険準備金積立率」のさらなる引き上げ（6％から10％へ）

2006

2007

2008

2009

2010

2012

2013

2018

2021

衆
院
補
選
結
果
を

報
告臨

時
代
議
員
会
を
開
催
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下
記
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

■
役
員
体
制

 

▽
副
会
長
　
小
澤
正
志
、
山
口
史
朗

▽
選
挙
対
策
委
員
長
　
大
塚
昭
彦

▽
専
務
理
事
　
金
澤 

亨

▽
常
務
理
事
︵
事
務
局
長
︶
工
藤
琢
哉

▽
監
事
　
津
田
文
雄
、
小
島
俊
宏

　
必
要
な
諸
活
動

⑵
選
挙
対
策
委
員
会
メ
ン
バ
ー

　
政
治
活
動
に
深
い
理
解
と
豊
か
な
経

験
を
持
ち
、
行
動
力
に
優
れ
て
い
る
通

常
会
員
の
中
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

１
名
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
日
々
の
活
動
と
し
て
は

　
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
や
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
、
支
援
議
員
や
秘
書
と
の
関

係
構
築
を
図
り
、
代
協
総
会
や
新
年
会

へ
の
出
席
を
要
請
す
る
な
ど
、
接
点
強

化
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
や
都
道
府
県
代
協
役
員
会
に

出
席
し
、
会
員
へ
の
啓
発
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

⑷
推
薦
予
定
候
補
者
の
選
定

　
選
挙
の
際
に
は
、
選
挙
対
策
委
員
は

代
議
員
︵
都
道
府
県
代
協
会
長
︶
お
よ

び
各
都
道
府
県
代
協
の
理
事
メ
ン
バ
ー

と
相
談
の
上
、
推
薦
予
定
候
補
者
の
有

無
を
検
討
し
、
代
議
員
か
ら
報
告
を
も

ら
い
ま
す
。
報
告
さ
れ
た
候
補
者
に
つ

い
て
は
、
選
挙
対
策
委
員
会
で
協
議
し
、

推
薦
候
補
者
と
し
て
決
定
し
ま
す
。
推

薦
予
定
候
補
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
﹁
保
険

業
界
の
た
め
に
積
極
的
に
行
動
し
て
く

れ
る
人
材
﹂
で
あ
り
、
日
本
代
協
の
理

念
を
理
解
し
、
活
動
を
支
援
し
て
も
ら

え
る
議
員
で
あ
る
こ
と
、
金
融
・
保
険

に
精
通
し
て
お
り
、
代
協
の
要
望
を
実

現
す
る
た
め
に
尽
力
で
き
る
議
員
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
若

手
議
員
の
中
で
も
将
来
性
が
あ
り
、
中

央
官
庁
︵
特
に
財
務
省
・
金
融
庁
︶
の

出
身
者
な
ど
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

⑸
選
挙
対
応

　
推
薦
候
補
者
に
対
し
て
は
、
代
議
員

か
ら
日
本
代
協
会
長
・
政
治
連
盟
会
長

連
名
の
﹁
推
薦
状
﹂
と
﹁
要
望
書
﹂
を

手
渡
し
、
代
協
の
要
望
を
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
。
選
挙
戦
に
突
入
し
た
ら
、

候
補
者
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
代
議
員

が
個
別
判
断
し
て
選
挙
対
応
を
行
い
ま

す
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
総
決

起
大
会
や
駅
前
演
説
会
、
懇
談
会
な
ど

へ
の
参
加
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。
一
方

で
、
電
話
作
戦
の
支
援
や
公
選
は
が
き

対
応
に
は
基
本
的
に
は
対
応
し
ま
せ
ん
。

︻
注
意
点
︼

１
　
選
挙
期
間
前
に
は
、
投
票
を
依
頼

　
す
る
な
ど
の
選
挙
運
動
は
で
き
ま
せ

　
ん
。
候
補
者
に
対
す
る
応
援
は
、
候

　
補
者
と
の
相
談
活
動
以
外
は
行
え
ま

　
せ
ん
。
ま
た
、
選
挙
期
間
中
で
も
、

　
署
名
運
動
や
戸
別
訪
問
、
飲
食
物
の

　
提
供
な
ど
は
公
職
選
挙
法
に
よ
っ
て

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
　
﹁
選
挙
運
動
﹂
に
関
す
る
禁
止
・

　
制
限
事
項

　
①
事
前
運
動
の
禁
止
、
②
戸
別
訪
問

　
の
禁
止
、
③
署
名
運
動
の
禁
止
、
④

　
飲
食
物
提
供
の
制
限
、
⑤
気
勢
を
張

　
る
行
為
の
禁
止
、
⑥
人
気
投
票
の
公

　
表
の
禁
止
、
⑦
文
書
図
画
の
頒
布
制

　
限
、
⑧
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
選

　
挙
運
動
の
制
限

　
選
挙
運
動
を
行
う
際
に
は
、
公
職
選

挙
法
に
従
っ
て
活
動
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

大塚理事選挙対策

委員長

（福岡）

全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
　
理
事
・
選
挙
対
策
委
員
長

大
塚
昭
彦

「
選
挙
対
策
委
員
会
の
活
動
」

　
　
　
〜
来
る
国
政
選
挙
に
向
け
て
〜

︵
3
頁
か
ら
つ
づ
く
︶

▽
第
１
号
議
案
　
２
０
２
３
年
１
月
〜

　
４
月
﹁
業
務
報
告
﹂
承
認
の
件

　
４
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
補
欠

選
挙
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

水
災
を
カ
バ
ー
す
る
保
険
に
対
す
る
保

険
料
控
除
の
新
設
に
つ
き
、
会
員
か
ら

の
要
望
が
強
い
こ
と
を
日
本
損
害
保
険

協
会
に
改
め
て
伝
え
た
こ
と
を
報
告
。

水
災
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
の
お
客
様
が
、

保
険
料
が
高
す
ぎ
て
保
険
に
加
入
で
き

１
　
損
害
保
険
代
理
業
の
制
度
、
業
務

　
の
改
善
に
関
す
る
建
議
、
提
案
を
支

　
援
す
る
た
め
の
政
治
活
動

２
　
損
害
保
険
代
理
業
の
経
営
基
盤
の

　
充
実
、
募
集
環
境
の
整
備
に
関
す
る

　
建
議
、
提
案
を
支
援
す
る
た
め
の
政

　
治
活
動

３
　
損
害
保
険
代
理
業
に
関
す
る
諸
法

　
令
の
成
立
、
施
行
を
支
援
す
る
た
め

　
の
政
治
活
動

４
　
本
連
盟
の
目
的
を
理
解
し
、
本
連

　
盟
の
事
業
に
協
力
す
る
団
体
、
機
関

　
お
よ
び
人
を
対
象
と
す
る
政
治
的
支

　
援
活
動

５
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

　
本
連
盟
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

な
い
と
い
う
事
態
が
発
生
す
る
恐
れ
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
こ
の
課
題

へ
の
対
応
を
、
保
険
料
控
除
の
復
活
以

外
の
選
択
肢
も
含
め
て
日
本
損
害
保
険

協
会
と
連
携
し
て
模
索
し
、
協
会
長
会

社
を
中
心
に
保
険
会
社
に
も
直
接
問
題

提
起
を
行
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
２
号
議
案
　
監
事
選
任
の
件

　
白
石
雅
一
氏
の
監
事
辞
任
に
伴
い
、

２
０
２
３
年
６
月
16
日
付
で
、
小
島
俊

宏
氏
を
監
事
に
選
任
し
、
役
員
体
制
を

⑴
選
挙
対
策
委
員
会
は
以
下
の
活
動
を

　
行
っ
て
い
ま
す
。

①
政
治
連
盟
の
目
的
・
事
業
に
関
わ
る

　
政
治
活
動

②
損
害
保
険
代
理
業
と
関
わ
り
の
あ
る

　
国
会
議
員
等
と
の
親
交
を
深
め
る
諸

　
活
動

③
衆
議
院
選
挙
、
参
議
院
選
挙
時
の
推

　
薦
候
補
者
の
決
定

④
衆
議
院
選
挙
、
参
議
院
選
挙
時
の
政

　
治
活
動
お
よ
び
選
挙
運
動

⑤
選
挙
時
以
外
の
支
援
議
員
の
決
定

⑥
会
員
に
対
す
る
情
宣
活
動

︻
政
治
連
盟
の
目
的
・
事
業
︼

︵
目
的
︶

　
保
険
契
約
者
の
立
場
を
基
軸
に
損
害

保
険
の
普
及
を
図
り
損
害
保
険
代
理
業

の
繁
栄
を
期
す
る
と
と
も
に
損
害
保
険

業
全
体
の
発
展
に
資
す
る
た
め
に
必
要

な
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

︵
事
業
︶

　
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
日

本
損
害
保
険
代
理
業
協
会
並
び
に
都
道

府
県
損
害
保
険
代
理
業
協
会
と
連
携
し

て
次
の
事
業
を
行
う
。

令和5（2023）年 8月 　　　　　全国損害保険代理業政治連盟ニュース   　　　   第　26　号　（4）


	SRN26_A4_hyousi
	SRN26_A4_P1
	SRN26_A4_P2
	SRN26_A4_P3
	SRN26_A4_P4

